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海外預り金取引にかかる日銀ネット電文等の設定項目（一部）について

【例：MX電文における項目「ChargeBearer」に「SHAR」が記載されていた場合】

Debtor DebtorAgent 金融機関A 金融機関B 金融機関C 日銀ネット利用先 日本銀行

MX電文
・ChargesInformation（1回目）

:金融機関Aが徴収した手数料にかかる情報

・ChargesInformation（2回目）

:金融機関Bが徴収した手数料にかかる情報

・ChargesInformation（3回目）

:金融機関Cが徴収した手数料にかかる情報

日銀ネット電文
・ChargesInformation

:日銀ネット利用先が徴収した手数料にかかる情報

・項目群「RemittanceInformation」 に属する項目
「Unstructured」における記載
「ChargesInformation：金融機関Aが徴収した

手数料にかかる情報」
「ChargesInformation：金融機関Bが徴収した

手数料にかかる情報」

「ChargesInformation：金融機関Cが徴収した
手数料にかかる情報」

「上記日銀ネット利用先情報のうち、日銀ネット

電文に存在しない項目」

・
・
・

海外預り金に関する事務においてオンライン取引先または日本銀行が MX 電文を受信した場合の取扱いに関する照会への回答について 

 日銀業第 506 号の公表後、海外預り金に関する事務においてオンライン取引先または日本銀行が MX 電文を受信した場合における取扱

いに関し、オンライン取引先から照会を受けた事項がありました。ご参考までに、当該照会への回答を次のとおりお知らせします。 

１． オンライン取引先または日本銀行が受信した MX 電文中の項目群「ChargesInformation」に記載された情報等の取扱い 

・ オンライン取引先が受信した MX 電文中の項目群「ChargesInformation」に記載された情報は、日銀ネット電文における項目群

「RemittanceInformation」に属する項目「Unstructured」に入力してください。また、当該取引についてオンライン取引先自身が手

数料を徴収する場合は、その情報を日銀ネット電文における項目群「ChargesInformation」に入力してください（具体例は次のとお

りです）。 
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海外預り金取引にかかる日銀ネット電文等の設定項目（一部）について

【例】
Debtor DebtorAgent 金融機関A 金融機関B 金融機関C 日銀ネット利用先 日本銀行

MX電文
・PreviousInstructingAgent1

:金融機関A

・PreviousInstructingAgent2

:金融機関B

・InstructingAgent :金融機関C

・InstructedAgent  :日銀ネット利用先

・

・

・

日銀ネット電文
・PreviousInstructingAgent

:金融機関C
（・InstructingAgent :日銀ネット利用先）*

（・InstructedAgent  :日本銀行）*

・項目群「RemittanceInformation」 に

属する項目「Unstructured」における記載
「PreviousInstructingAgent1：金融機関A」
「PreviousInstructingAgent2：金融機関B」

・
・

・*日銀ネット電文の「CUSTOMER TRANSFER (DEPOSITS OF OVERSEAS INSTITUTIONS)」（業務処理区分コード：211601

＜日銀ネット端末により入力する場合＞、213101＜コンピュータ接続およびファイルアップロード機能により入力

する場合＞）または 「BANK TRANSFER (DEPOSITS OF OVERSEAS INSTITUTIONS)」（業務処理区分コード：211602＜

日銀ネット端末により入力する場合＞、213102 ＜コンピュータ接続およびファイルアップロード機能により入力

する場合＞）におけるInstructingAgentおよびInstructedAgentの入力は不要です。

・ 日本銀行がオンライン取引先に対して送信する日銀ネット電文についても、これに準じて入力を行います。 

 ―― なお、現時点において日本銀行が海外預り金取引に関する手数料を徴収することは想定しておらず、項目群

「ChargesInformation」にかかる情報は日銀ネット電文における項目群「RemittanceInformation」に属する項目「Unstructured」

にのみ設定することとなります。 

２． オンライン取引先または日本銀行が受信した MX 電文中の項目群「PreviousInstructingAgent1」～「PreviousInstructingAgent3」

および「PreviousInstructingAgent1Account」～「PreviousInstructingAgent3Account」に記載された情報等の取扱い 

・ オンライン取引先が受信した MX 電文中の項目群「PreviousInstructingAgent1」～「PreviousInstructingAgent3」に記載された情

報は、日銀ネット電文における項目群「RemittanceInformation」に属する項目「Unstructured」に設定してください（具体例は次の

とおりです）。項目群「PreviousInstructingAgent1Account」～「PreviousInstructingAgent3Account」についても同様の取扱いです。 
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・ 日本銀行がオンライン取引先に対して送信する日銀ネット電文についても、これに準じて入力を行います。 

３．コンピュータ接続先等または日本銀行が送信する日銀ネット電文が MX 電文に基づくものであることを示す文字列1 

・ 日銀業第 506 号で今後決定することとしていた、コンピュータ接続先等または日本銀行が MX 電文を受信した場合に、「日銀ネット

電文中に記載（注）する文字列は「FXYCSV8」とします。 

（注）項目群「RemittanceInformation」に属する項目「Unstructured」に入力します。 

・ 日本銀行がオンライン取引先（日銀ネット端末を利用して事務を行うオンライン取引先およびコンピュータ接続先等）に対して送

信する日銀ネット電文についても同様です（設定内容の詳細については、別紙１および別紙２をご参照ください）。 

 

以  上 

                                                  
1日銀業第 506 号の別紙１における【参考】１．（オンライン取引先が日銀ネット端末を利用して事務を行う場合）または別紙２における２．（４）イ、

（イ）（オンライン取引先がコンピュータ接続およびファイルアップロード・ダウンロード機能を利用して事務を行う場合）をご参照ください。 


